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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役社長
矢田 哲也

お客様に信頼されるパートナー企業を目指します
当社は創業以来80年以上の歴史で培ってきた金属加工技術と専用岸壁を使い完成品を直接海上輸送できるという
立地の強さを基板に、大型製缶を使った配管・サイロ等の産業インフラを支える製品とサービスを提供してきまし
た。
今後は、製造拠点における排気等の環境対策を中心とした持続可能な社会実現への貢献やIoT、AI技術の活用を成
長の柱とし、国内サプライチェーンの一翼を担い、日本のものづくり基盤の強化に貢献してまります。

2032年の売上100億円達成を目指し、新規事業と既存事業の成長
により、年平均１５～６％程度の成長を目指す。

・特定顧客への依存度低減 及び 新規顧客・新分野開拓
・高度な溶接・加工技術の属人性の解消 及び 若手育成と技術
継承の体制確立
・原材料価格変動への対応力強化の一環として、付加価値の高い
収益構造への改善
・生産・品質管理・納期管理等のデジタル化

主力商品 大型製缶製品

〇本社所在地：熊本県八代市

〇事業概要：大型製缶製品製造、プラン

ト用サイロ・配管製造、産業製造製品

製造

〇常時使用する従業員：８５名

（2025年8月時点）

〇現在の売上高：３７億円

（ 2025年3月期）

〇法人番号：5330001013814

〇Web：http://yokoba.jp/

横場工業株式会社（製造業）

・社長をトップとする推進体制の構築。具体的には、生産・営
業・管理等の各分野に責任者を配置し、目標管理及び進捗管理を
徹底する。
・設備投資・DX推進・人材育成に関しては、当社が参画している
協同組合「くまもとｄプラザ（主に地元企業で２０社以上が参
画）」のプロジェクトとも連携し、計画的な事業推進を図る。

・新工場及び既存施設への計画的投資により、生産能力の拡充と
生産性向上を図る。溶接自動化設備や大型加工機の導入、生産管
理のデジタル化等により、量産体制を確立
・環境・エネルギー分野を中心とした、これまでにはない防衛装
備品分野、半導体分野等の新分野への大型製缶事業の受注拡大
・専用岸壁および大型クレーンを活用した解体の必要がない海上
輸送手段による低コスト・短納期化の徹底とアピール強化
・人材育成・組織体制の強化を通じて、持続的成長を支える経営
基盤の強化を図る

企業ロゴ

事業所や製品の写真等

経営者
写真

既存事業売上新規事業売上合計

2025年 37 0 37

2026年 42 1 43

2027年 47 3 50

2028年 50 8 58

2029年 55 12 67
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既存事業売上 新規事業売上

37   43  50   58  67  77   89 102 112 123 135
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